●　諏訪湖周辺のあゆみ
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○貞享　元年　　　　　 上諏訪宿に本陣ができる

○宝暦　３年　　　　　　上諏訪が宿場町として旅籠屋が３軒できる

○明治　８年　　　　　　諏訪の展覧会で「氷魚漬」出品

○明治１５年　　　　　　湖南村の鷺湖社がシジミ缶詰製造

○明治３７年　　　　　　※諏訪湖畔で貸席「湖明館」営業開始

○明治４０年　　　　　　諏訪湖畔で貸席「鶴遊館」営業開始
○明治４２年　　　　　　※※湖畔初の旅館、　「鷺ノ湯」開業

○明治４１年　　　　　　COD　１．１ｐｐｍ、透明度冬３ｍ以上。夏１ｍ以上、センニンモが優占種
○明治４５年　　　　　　諏訪湖漁業組合結成

○大正　４年　　　　　　ワカサギ卵霞ヶ浦から導入（４００万粒）

○大正　８年　　　　　　カラスガイ霞ヶ浦（琵琶湖１９２０年）から導入
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○昭和　３年　　　　　　片倉館が完成

○昭和　６年　　　　　　ワカサギの採卵・孵化事業が六斗川（改修前の上川）で始まる

○昭和　７年　　　　　　釜口水門工事、湖底浚渫
○昭和１５年　　　　　　長野県水産試験場を下諏訪町下の原に設置
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○昭和２３年　　　　　　諏訪湖漁業協同組合が設立（諏訪湖漁業組合を改めて組織化）

○昭和２４年　　　　　　旅館有志が中心となり、小口煙火店の協力を得て第１回「諏訪湖祭湖上花火大会」開催。

　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和２６年より諏訪市に移管される

○昭和２７年　　　　　　諏訪湖遊覧船「しらさぎ丸」就航

○昭和２７年　　　　　　諏訪湖で幻の真珠養殖

○昭和２９年　　　　　　湖中に人口島の初島ができ、湖上に※ゴンドラが浮かぶ





○昭和３０年　　　　　　諏訪湖に水上スキーお目見え

　　　　　　　　　　　　　　　　　２本のスキーではなく、長さ２ｍ、幅１ｍ、厚さ５０ｃｍのソリのようなスキーを使用した

○昭和３１年　　　　　　砥川でワカサギの採卵開始

○昭和３３年　　　　　　諏訪湖汚染のため遊泳禁止となる
○昭和３７年　　　　　　コイの網生簀飼育試験開始

○昭和３８年　　　　　　信州大学理学部付属諏訪臨湖実験所開所

○昭和３９年　　　　　　諏訪市中央衛生センター供用開始　排水、湖への放流

○昭和４０年　　　　　　諏訪湖浄化対策研究委員改発足

○昭和４０年　　　　　　アオコの発生が目立つ

○昭和４１年　　　　　　網生け簀養鯉、すす水により５０トンへい死

○昭和４２年　　　　　　７月豪雨により大水害により加盟旅館２７館中２２館被害
○昭和４２年　　　　　　湖岸堤改修開始

○昭和４３年　　　　　　重金属汚染問題の発生（１０月）、厚生省の安全宣言（昭和４４年２月）

○昭和４３年　　　　　　「諏訪湖浄化に関する研究」発行、下水道の建設・浚渫・水草の除去を提言

○昭和４４年　　　　　　諏訪湖浄化対策連絡会議発足

○昭和４４年　　　　　　湖底浚渫第１期工事（～昭和５５年、水深２．５ｍ以浅　１５１万ｍ３）

○昭和４６年　　　　　　環境基準の類型設定（ＣＯＤ、ＳＳなど）

○昭和４６年　　　　　　諏訪湖流域下水道事業に着手

　　　○昭和４６年　　　　　　諏訪市立上諏訪中学校の有志生徒が諏訪湖清掃を始める。

その後、学校行事として定着。

○昭和４７年　　　　　　渋のエゴ埋め立て（～昭和５１年）

　　　○昭和４８年　　　　　　諏訪湖水域に係る上乗せ排水基準を設定（ＢＯＤ（ＣＯＤ）、ＳＳなど）

○昭和５３年　　　　　　新釜口水門建設に着手

○昭和５３年　　　　　　９月新作花火大会開催

○昭和５４年　　　　　　諏訪湖流域下水道の供用開始

○昭和５６年　　　　　　湖底浚渫第２期工事（泥深５０ｃｍ、５３０万ｍ３の計画）

○昭和５７年　　　　　　台風１８号で諏訪湖氾濫

○昭和５８年　　　　　　諏訪湖畔で県下初、世界第二位の間欠泉噴出
○昭和５８年　　　　　　長野県水産試験場諏訪支場（昭和５６年改称）アユ種苗センターを併設

○昭和５８年　　　　　　台風１０号で諏訪湖氾濫

○昭和５９年　　　　　　環境基準の類型指定（窒素、リン）

○昭和６１年　　　　　　諏訪市湖畔公園オープン（セイコーエプソン（株）寄贈）


○昭和６１年　　　　　　湖沼水質保全特別措置法に基づく指定湖沼の指定
　　　○昭和６１年　　　　　　諏訪テクノレイクサイド推進協議会主催で「LAKE諏訪コンペ‘８６」行われる。
○昭和６３年　　　　　　第１期諏訪湖に係る湖沼水質保全計画（Ｓ６２～Ｈ３）を策定

○昭和６３年　　　　　　諏訪湖底の菱形構造物が話題を呼ぶ

○平成元年　　　　　　　第１回「日独環境まちづくりセミナー」開催

○平成元年　　　　　　　第１回「諏訪湖マラソン」開催

○平成元年　　　　　　　諏訪湖クリーンラリー（平成５年からクリーンフェスティバルに改称）開催

○平成　２年　　　　　　間欠泉センターオープン。

○平成　３年　　　　　　第２回「日独環境まちづくりセミナー」開催

○平成　５年　　　　　　第２期諏訪湖に係る湖沼水質保全計画（Ｈ４～Ｈ８）を策定
○平成　５年　　　　　　第３回「日独環境まちづくりセミナー」開催
○平成　５年　　　　　　河川再生事業として高浜、渋崎の人工なぎさ完成

○平成　５年　　　　　　ヨシ原浄化実験場（クリーンレイク諏訪）を完成させ、葦等浄化効果を検証

○平成　５年　　　　　　「諏訪湖エコロジーフェスティバル」を開催

○平成　６年        釜口水門噴水オープン

○平成　６年　　　　　　諏訪環境まちづくり懇談会主催で、湖周バス運行開始

○平成　６年　　　　　　「水辺整備のマスタープラン」を策定

○平成　６年　　　　　　諏訪湖水域に係る上乗せ排水基準を策定（窒素、リン）

○平成　６年　　　　　　湖沼特定事業場に係る窒素、リンの汚濁負荷量規制基準を設定

○平成　７年　　　　　　「水辺整備のマスタープラン」を基本に河川再生事業を本格着手
○平成　８年　　　　　　第１回「マリンスポーツカーニバルイン諏訪湖」開催
○平成　８年　　　　　　国、県、市町村で諏訪湖及び天竜川上流部水環境懇談会を設立
○平成１０年　　　　　　第３期諏訪湖に係る湖沼水質保全計画（Ｈ９～Ｈ１３）を策定

○平成１３年　　　　　　第４回「日独環境まちづくりセミナー」・第１回「湖沼浄化シンポジウムin諏訪」開催
○平成１４年　　　　　　第１１回「国際河川湖沼環境シンポジウム」・第２回「湖沼浄化シンポジウムin諏訪」開催

○平成１４年　　　　　　諏訪湖アダプトプログラムが始まる。

○平成１４年　　　　　　ブラックバス駆除　３３万尾


■　「諏訪湖周辺のあゆみ」の参考文献

　Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　 　　保管場所：長野県諏訪建設事務所管理計画課・建設課、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校、

B：諏訪湖温泉温泉旅館組合３０周年記念誌　平成１１年４月：諏訪湖温泉旅館協同組合刊

　　　　　　　　内容：諏訪湖温泉旅館組合の沿革と諏訪湖の歴史　 保管場所：有賀裕氏等蔵、

C：諏訪湖漁業組合所蔵の年譜：諏訪湖漁業協同組合所蔵
D：諏訪湖畔公園　昭和６０年５月：諏訪市・（株）諏訪精工舎（現セイコーエプソン）作成

　　　　　　　　内容：諏訪湖畔公園の設計コンセプト等について　　 保管場所：有賀裕氏等蔵、

Ｅ：ＬＡＫＥ諏訪コンペ‘８６作品集　昭和６１年：諏訪テクノサイド推進協議会

※本章には、第４回日独環境まちづくりセミナー、第１回湖沼浄化シンポジウムin諏訪を開催した際に、複写させていただき

ました写真を、多数使わせていただきました。

■　市民新聞の「諏訪湖」の特集記事
　　市民新聞で昭和５４年～昭和５９年にかけて諏訪湖全般について特集されていますので紹介します。


※大正１２年、諏訪湖畔での琴の演奏会（湖明館にて）





　諏訪市湖畔公園は、（株）諏訪精工舎（現セイコーエプソン（株））によって計画、施行され諏訪市に寄贈されました。この公園は、「諏訪湖と諏訪の人々のふれあう場をこの湖畔公園に創り上げたい。湖の持つ「回帰性」を受け「ノスタルジック」な思い出に浸れる空間を用意する。そして、そこでは人を中心とした自然と文化の適度な配合によるうるおいのある豊かな活動が生まれる事を期待している。」とのポリシーのもと、造られています。


また、空間構成は、振り子を意識し、初島を中心


として野外ステージ、モニュメント、間欠泉を配置して


います


有賀裕氏のとっておきの話として、「あまり知られ


ていないけど、この公園の四阿の屋根は、片倉館の


勾配に合わせてあるそうだ。」とのことです。





※※大正期、湖畔の旅館（鷺ノ湯）の１コマ





明治４０年８月１５日発行の『南信日日新聞』


「中央線が開通して、東京から客がどっと上諏訪温泉を訪れ、客数では軽井沢を抜いて第１位、売り上げに於いては上諏訪がどんなに背伸びしても手の届くものではなかった。これは中流以下の客種が多かった為と思われる。上諏訪は長野第１位の客を迎えたわけであるが、上諏訪を訪れ、どんな感想をもっただろうか。諏訪へ避暑に来る者は旅館が湖岸に櫛比しており、舟遊釣魚は自由にできて、鬱蒼たる樹木の中にある湖水を思ってみれば、沼田の中に湖水があって、旅館からは望遠鏡でなくば湖面は見られぬと言うので、一驚に喫するとは避暑客の皆唱うる不平である。避暑客の客室に対する不平を聞くに、諏訪は寒国のためか、室は総じて空気の流通が悪い。寒地の大工は自然的に温かく設計するものとみえる。２階、３階の夕日の照り込む時は、むしろ暖国の風通しのよき旅館のそれよりも苦しい時がある。その他ヤン虫が多いの、蚊がいるの、旅館の待遇が素敵に悪い、と評をたてられていたようである」








冬のワカサギ漁





※諏訪湖のゴンドラ








片倉館は、当時の片倉財閥２代当主兼太郎社長が、大正11年～12年の北中南米～欧州視察旅行の際に、ヨーロッパ各国の農村には充実した厚生施設が整っている事に強い感銘を覚え帰国後、我が国にもぜひそのような地域住民のための施設を作りたいと願い建設され、昭和３年に完成しました。


特に、当時のチェコスロバキア・カルルスバーグに在った厚


生施設に強い関心を覚えたようで、自身の日記にも訪問体験を詳しく記録され、片倉館建設にもそのアイデアが多く採り入れられているそうです。
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